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道徳の授業で「特に大切にしたいこと」道徳の授業で「特に大切にしたいこと」
「新たに気付かせたいこと」は何ですか？

授業づくりの手順を①本時のねらい→②ゴールの姿→③中心発問の順にする

一人一人の考えを深めるために
子供の発言を想定し、レベル毎に
どのような補助発問や支援をする
のか考えておく必要があります。

今年度はたくさんの道徳の授業を参観させていただきました。明確な指導観をもち、価値理解を基に自己の生き方
についての考えを深めることを意識した授業が多く見られました。しかし、子供たちの中に葛藤が生じにくく、ねら
いの達成にもう一歩踏み込めていない場面も見受けられました。授業構想通りの中心発問だけでは、登場人物の心情
理解のみに偏った形式的な指導に陥りやすいこともあります。そこで、吾妻教育事務所ホームページに掲載中の「道
徳科 構想メモ」を授業づくりに活用するポイントを２つ示しますので、参考にしてください。

道徳科の評価について
「本時のねらい」には中心とする道徳性(～道徳的心情を養う
など)を設定しますが、道徳性そのものの評価はしません。
学習状況及び道徳性に係る成長の様子を評価するために、

本時の学習活動の中で、以下の２点を重視しましょう。

○一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させている

○道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めている

本時のねらい（価値観）

中心発問（教材観）

ゴールの姿（児童生徒観）

具体化(ABC)

ポイント１

補助発問・支援

①本時のねらい（価値観）本時で扱う内容項目について授業者が
「特に大切にしたいこと」「新たに気付かせたいこと」

を明らかにする

中心とする道徳性に着目して「本時のねらい」を設定する

③中心発問（教材観）本時のゴールの姿に導くためには
「どの場面で」「何について発問」すればよいのか考える

②ゴールの姿（児童生徒観）本時の授業で子供たちに
「何を考えて欲しいか」「何に気付いて欲しいか」子供の姿で考える

具体化のＡＢＣは
中心発問に対する児童生
徒の考えをレベル毎に想
定し、記述するものです。
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「一貫性のある授業の骨格」が完成します。

ポイント２
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子供の考えを道徳性のレベル毎に想定→一人一人の考えを深めるための支援を用意

子供たちに多面的・多角的に考えさせたり、
建前や、取り繕った発言（思考）に揺さぶり
をかけたりして、考えを深めることができます。

子供たちの「こんな姿を見たい！」というイメー
ジを授業者自身が思い描き、その姿が見られ
るような学習活動を取り入れましょう。

例）「登場人物を自分に置き換えて考え、自分なりに具体
的にイメージして理解しようとしている」

例）「自分と違う立場や感じ方、考え方を理解しようとし
ている」
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